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き
ら
ら
ホ
ー
ル
開
館
20
周
年

き
ら
ら
ホ
ー
ル
開
館
20
周
年

出
会
い
花
咲
く
学
び
の
場

こども文化科学館キャラクター
ひょんたん　へちまん

　
伊
丹
市
立
北
部
学
習
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：
き
ら
ら
ホ
ー
ル
）
が
、
今
年

4
月
で
開
館
20
年
を
迎
え
る
。

　
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て

　

平
成
の
初
め
、伊
丹
市
北
部
で
は
、

市
民
の
活
動
拠
点
と
な
る
生
涯
学
習

施
設
の
整
備
を
求
め
る
気
運
が
高

ま
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、
伊
丹
市

は
平
成
13
年
（
２
０
０
1
）
11
月
、

中
高
生
を
含
む
地
域
住
民
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
「（
仮
称
）
伊
丹
市
立
北

部
拠
点
施
設
建
設
懇
話
会
」を
設
置
。

同
懇
話
会
の
提
言
に
基
づ
き
、
平
成

16
年
4
月
、
き
ら
ら
ホ
ー
ル
が
伊
丹

市
北
部
の
生
涯
学
習
拠
点
施
設
と
し

て
誕
生
し
た
。

　

一
方
で
、
平
成
15
年
9
月
の
地
方

自
治
法
改
正
に
よ
り
施
行
さ
れ
た
指

定
管
理
者
制
度
の
い
ち
早
い
導
入
に

向
け
、
同
懇
話
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ

く
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
き
ら
め
き
」
を

設
立
。
翌
年
４
月「
き
ら
ら
ホ
ー
ル
」

は
、
伊
丹
市
で
最
初
の
指
定
管
理
者

施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
愛
称

の
「
き
ら
ら
ホ
ー
ル
」
は
、
市
民
か

ら
募
っ
た
95
件
の
中
か
ら
、「
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
、
こ
こ
で
活
動

す
る
市
民
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
け
る
よ

う
に
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

選
ば
れ
た
。
以
降
、
同
ホ
ー
ル
は
20

年
に
渡
っ
て
地
域
住
民
が
中
心
と

な
っ
て
運
営
す
る
「
人
々
が
出
会
う

交
叉
点
」
と
し
て
、
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
や
活
動
を
通
じ
、
市
民
同
士
の
交

流
や
学
び
を
深
め
て
き
た
。

　
き
ら
ら
ホ
ー
ル
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

き
ら
ら
ホ
ー
ル
は
、
公
民
館
・
図

書
館
・
児
童
館
の
3
つ
の
機
能
を

持
っ
た
複
合
施
設
で
あ
る
。
地
下
1

階
か
ら
地
上
3
階
建
て
で
、
地
下
に

は
ダ
ン
ス
の
練
習
や
、
個
人
の
楽
器

練
習
、
バ
ン
ド
練
習
な
ど
に
使
用
で

き
る
音
楽
室
が
3
室
、
1
階
に
は
、

図
書
館
北
分
館
と
伊
丹
市
北
支
所
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
2
階
に
は
、
保

護
者
と
幼
児
が
自
由
に
遊
べ
る
ゆ
う

ぎ
室
や
に
ゅ
う
じ
室
、
自
習
や
読
書

が
で
き
る
学
習
室
や
会
議
室
が
あ

り
、
３
階
に
は
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
や

講
演
会
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
利
用
で
き

る
160
人
収
容
の
多
目
的
ホ
ー
ル
の
ほ

か
、
趣
味
・
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て

利
用
で
き
る
創
作
室
や
調
理
室
、
和

室
な
ど
、
様
々
な
目
的
に
応
じ
て
利

用
で
き
る
。

　

特
に
、
２
階
の
ゆ
う
ぎ
室
は
遊
び

場
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て
に
つ
い

て
の
悩
み
や
疑
問
に
応
え
る
た
め
相

談
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
子
育
て
支

援
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
毎
日

多
く
の
親
子
で
に
ぎ
わ
う
。
２
階
の

談
話
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
放
課
後
、
多

く
の
子
ど
も
た
ち
が
来
館
し
、
宿
題

や
読
書
、
オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
や
け
ん
玉

な
ど
に
興
じ
る
姿
が
見
ら
れ
、
子
ど

も
の
居
場
所
と
し
て
す
っ
か
り
定
着

し
て
い
る
。

　
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
も
充
実

　

き
ら
ら
ホ
ー
ル
で
は
、
0
歳
〜
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
対
応
し

た
様
々
な
講
座
や
事
業
が
1
年
を
通

じ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座
」
や
子

ど
も
向
け
の
「
お
は
な
し
会
」、「
小

学
生
絵
画
教
室
」、「
将
棋
ク
ラ
ブ
」、

「
英
会
話
」に「
ダ
ン
ス
教
室
」な
ど
、

子
ど
も
の
成
長
段
階
に
合
わ
せ
た

様
々
な
講
座
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

夏
休
み
に
は
、
学
校
の
自
由
研
究

に
も
活
か
せ
る
「
夏
休
み
科
学
実
験

教
室
」
や
、
石
け
ん
や
紙
芝
居
、
お

弁
当
を
自
分
で
つ
く
る
講
座
な
ど
が

開
催
さ
れ
、
毎
年
人
気
が
高
い
。

　

一
般
向
け
に
は
、
趣
味
や
教
養
を

学
べ
る
多
彩
な
講
座
も
充
実
し
て
い

る
。「
実
用
書
道
」や「
水
彩
色
鉛
筆
」、

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
な

ど
の
芸
術
系
講
座
。
韓
国
語
、
英
会

話
な
ど
の
語
学
系
講
座
。「
楽
し
い

う
た
講
座
」
や
「
オ
カ
リ
ナ
」
な
ど
、

音
楽
関
連
の
講
座
。
健
康
関
連
で
は

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
や
「
ヨ
ガ
」、「
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
」、
自
己
治
癒
力
を
う

な
が
す
健
康
体
操「
自
彊
術
」や「
太

極
拳
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
利
用
者
が

満
足
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、「
落
語
会
」や「
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」、「
元
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン

ヌ
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ー
」な
ど
、

多
く
の
方
々
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
る

令
和
6
年
11
月
に
は
、
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
予
定
だ
と
い
う
。
是

非
と
も
期
待
し
て
お
待
ち
い
た
だ

き
た
い
。

　
多
様
な
地
域
連
携
を
展
開
　

　

き
ら
ら
ホ
ー
ル
で
は
、
市

域
北
部
の
拠
点
施
設
と
し
て

地
域
性
を
活
か
し
た
事
業
を

展
開
し
、
連
携
を
強
め
て

い
る
。

　

同
ホ
ー
ル
の
二
大
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
、
５
月
の
「
こ
ど

も
ま
つ
り
」、
夏
休
み
の
「
き

ら
ら
夏
ま
つ
り
」
で
は
、
地

域
の
自
治
会
・
協
議
会
、
伊

丹
北
高
校
や
中
学
校
、
各
種

の
団
体
な
ど
と
協
力
し
な
が

ら
、
約
千
人
を
超
え
る
子
ど

も
達
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
農
家
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
連
携

し
た
「
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
堀
り
」、「
大
根
引
き
」

な
ど
の
野
菜
の
収
穫
体
験
、

地
元
の
鴻
池
商
工
会
と
連

携
・
協
力
し
た
「
清
酒
発
祥

の
地
〜
鴻
池
〜
」
に
ち
な
ん

だ
「
日
本
酒
学
講
座
」
も
開

催
し
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら

　

開
館
当
初
か
ら
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
働
く
大
池
津
由
美
副

館
長
は
、「
20
年
前
、
懇
話
会
で
提

言
さ
れ
た『
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
、

利
用
し
や
す
い
施
設
』。
そ
し
て『
誰

も
が
、
そ
う
だ
！
き
ら
ら
に
行
こ

う
！
』
が
、
合
言
葉
に
な
る
よ
う
な

施
設
に
す
る
た
め
、地
域
の
有
志
が
、

無
我
夢
中
で
運
営
を
始
め
た
。
今
後

も
、
次
の
世
代
に
そ
の
思
い
を
引
き

継
ぎ
、
い
つ
ま
で
も
市
民
に
愛
さ
れ

る
『
き
ら
ら
ホ
ー
ル
』
が
続
い
て
ほ

し
い
」
と
、
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

　

地
域
の
多
く
の
人
々
が
集
い
、
交

流
し
、
学
び
、
体
験
で
き
る
施
設
と

し
て
、
今
後
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢

れ
る
事
業
が
展
開
さ
れ
続
け
る
に
違

い
な
い
。          （
交
流
事
業
担
当
）

ち  

ゆ

じ
き
ょ
う

マスコットキャラクターの
きらりんとベイベイ

大根引きを楽しむ子どもたち

き
ら
ら
ホ
ー
ル
の
職
員
の
皆
さ
ん
＝
き
ら
ら
ホ
ー
ル
提
供

きらら夏祭りの様子

伊丹市立北部学習センター（きららホ－ル）の歩み
平成11年  9月
平成14年  2月
平成15年11月
平成15年12月
平成16年  3月
平成16年  4月
平成17年12月
令和  2年  2月
令和  2年11月
令和  4年12月

北部地域拠点施設整備を位置付けた第４次伊丹市総合計画基本構想が定まる
（仮称）伊丹市立北部拠点施設建設懇話会が提言を提出
「特定非営利活動法人まちづくりステーションきらめき」（以下「きらめき」）設立
北部学習センター条例制定
北部学習センターの指定管理者として「きらめき」の指定を議決
４日、伊丹市立北部学習センター（きららホ－ル）開館
図書館北分館の指定管理者として「きらめき」の指定を議決
第７２回「優良公民館文部科学大臣表彰」受彰
伊丹市市制施行８０周年記念自治功労賞受賞
北部学習センター及び図書館北分館の指定管理者として「きらめき」の５回目の指定を議決
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最
優
秀
賞

　
さ
ら
さ
ら
と
青
い
動
脈
春
の
川
　
　
　

 

平
　
き
み
え
（
伊
丹
市
）

　

青
い
山
脈
を
連
想
さ
せ
る
「
青
い
動
脈
」
と
い
う
表
現
が
効
果
的
で
す
。

春
の
川
か
ら
命
が
育
っ
て
広
が
っ
て
行
く
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
の
命
の
音

が
「
さ
ら
さ
ら
」
で
す
。

 

優
秀
賞

　
翌
日
は
春
の
川
に
て
お
引
っ
越
し 

噂
野
ア
ン
ド
ゥ
ー
（
伊
丹
市
）

　
歯
医
者
か
ら
自
転
車
を
漕
ぎ
春
の
川 

友
常
甘
酢
（
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
）

　
春
の
川
水
面
に
固
き
意
志
の
顔 

八
島
　
和
也
（
伊
丹
市
）

　
春
の
川
ご
き
げ
ん
よ
う
と
ヌ
ー
ト
リ
ア 

戸
川
冨
士
子
（
大
阪
府
豊
中
市
）

　
吊
橋
は
十
二
人
ま
で
春
の
川 

渡
辺
　
啓
子
（
神
戸
市
西
区
）

「
春
の
川
」
坪
内
稔
典
　
選

（
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
名
誉
館
長
）

伊
丹
歌
壇

「
2
0
2
3
」 

尾
崎
ま
ゆ
み 

選

（「
玲
瓏
」
編
集
委
員
。
神
戸
新
聞
文
芸

　
短
歌
選
者
。
現
代
歌
人
協
会
会
員
）

 

最
優
秀
賞

　
戦
士
ら
を
乗
せ
た
パ
レ
ー
ド
バ
ス
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
2
3
年
こ
よ
な
く
平
和

 

渡
辺
　
啓
子
（
神
戸
市
西
区
）

　

2
0
2
3
年
へ
の
思
い
と
し
て
、
タ
イ
ガ
ー
ス
と
オ
リ
ッ
ク
ス
の
選
手

を
戦
士
と
し
背
後
に
戦
争
の
影
を
見
せ
、
優
勝
パ
レ
ー
ド
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
平
和
の
中
で
し
か
生
ま
れ
な
い
パ
レ
ー
ド
を
待
つ
心
を
見
せ
て
く

れ
た
短
歌
を
。「
こ
よ
な
く
平
和
」
が
未
来
へ
の
祈
り
の
よ
う
で
沁
み
る
。

 

優
秀
賞

　
ま
だ
生
き
て
い
い
の
か
な
ど
と
我
が
脳
に
問
ふ
て
る
や
う
な
手
術
の
続
く

 

小
田
　
慶
喜
（
明
石
市
）

　
２
以
外
の
偶
数
は
素
数
に
あ
ら
ず
算
数
支
援
の
姉
に
説
き
お
り

 

近
江
菫
花
（
大
津
市
）

　
第
九
波
に
つ
い
に
呑
ま
れ
て
父
逝
き
ぬ
四
年
外
食
を
し
な
か
っ
た
父

 

芍
薬
（
千
葉
市
美
浜
区
）

　
次
々
と
開
く
傷
口
手
で
押
さ
え
血
を
止
め
て
い
た
2
0
2
3

 

友
常
甘
酢
（
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
）

　
こ
の
短
歌
2
0
2
3
年
詠
む
と
し
て
掲
載
の
日
は
2
0
2
4
年

 

噂
野
ア
ン
ド
ゥ
ー
（
伊
丹
市
）

　

次
回
の
兼
題
は
、
俳
壇
は
「
つ
ば
め
」、
歌
壇
は
「
龍
」

と
し
ま
す
。
応
募
は
１
人
各
１
作
品
、
自
作
未
発
表
作
品

に
限
る
。
応
募
締
切
は
４
月
15
日
（
必
着
）。
最
優
秀
賞
に

は
図
書
券
千
円
を
進
呈
。
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
利
用
す

る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
応
募
で
き
る
。
問
い
合

わ
せ
は
、
こ
と
ば
蔵
へ
。

伊
丹
俳
壇

れ
い
ろ
う

郷
土
史

こ
ぼ
れ
話
35

昭和21年七尾市立袖ケ江小学校6年人組の集合写真
＝筆者提供

ルパンが登場する舞台のポスターと
中島さん＝大阪市で

阪神淡路大震災発生
時刻で止まった時計

令和6年
能登半島地震と七尾

　

 「
津
波
が
き
ま
す
。
早
く
高
台
に

逃
げ
て
‼
」
の
テ
レ
ビ
画
面
。
思
わ

ず
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
思
い
出

し
た
。
平
成
7
年
（
1
9
9
5
）

1
月
17
日
午
前
5
時
46
分
、
兵
庫
県

を
中
心
に
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ

た
。
あ
れ
か
ら
29
年
経
っ
た
、
令
和

６
年
（
2
0
2
4
）
1
月
1
日
午
後

4
時
10
分
頃
、
正
月
を
楽
し
む
日
本

列
島
に
地
震
が
発
生
し
た
。
津
波
に

地
震
が
重
な
り
、
能
登
半
島
は
パ

ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
。
そ
の
中
に
七
尾

市
が
あ
っ
た
。
思
い
出
の
街
だ
。
太

平
洋
戦
争
後
、
引
揚
げ
て
小
学
校
6

年
生
の
と
き
、
父
の
転
勤
で
七
尾
市

民
に
な
っ
た
。
わ
ず
か
1
年
の
在
住

で
あ
っ
た
が
11
才
の
愛
着
の
街
だ
。

　

友
達
は
ど
う
な
っ
た
だ
ろ
う
。
新

聞
の
行
方
不
明
、
死
亡
欄
を
手
で
押

さ
え
安
否
確
認
を
す
る
毎
日
。
も
ど

か
し
い
が
分
ら
な
い
。

　

能
登
半
島
の
夕
陽
を
見
な
が
ら
父

と
泳
い
だ
。
上
杉
謙
信
ゆ
か
り
の
地

ら
し
く
、
ク
ラ
ス
は
天
・
地
・
人
に

分
か
れ
、
人
組
の
田
中
先
生
は
、
名

作
『
二
十
四
の
瞳
』
の
大
石
先
生
の

よ
う
だ
っ
た
。「
貴
方
た
ち
が
日
本

を
背
負
っ
て
立
つ
の
よ
」
と
口
癖

の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

　

七
尾
で
は
初
め
て
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

を
観
て
夢
中
に
な
っ
た
。
オ
ー
バ
ー

ス
ロ
ー
の
七
尾
セ
メ
ン
ト
の
投
手
、

「
野
球
少
年
」
と
い
う
雑
誌
。
発
行

日
に
手
に
す
る
ま
で
が
も
ど
か
し

か
っ
た
。
記
事
の
中
に
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
が
担
当
し
た
「
巨
人
・
阪
神
の

誌
上
熱
戦
放
送
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ

を
ク
ラ
ス
で
熱
演
し
た
。「
放
送
聞

い
て
る
見
た
い
や
」
と
云
っ
て
く
れ

た
の
が
嬉
し
か
っ
た
。N
H
K
の「
カ

ム
カ
ム
英
語
」を
学
芸
会
で
歌
っ
た
。

貸
本
屋
に
も
毎
日
通
っ
た
。
バ
ロ
ネ

ス
・
オ
ル
ツ
ィ
の
「
紅
は
こ
べ
」
は

お
気
に
入
り
だ
っ
た
。

　

親
友
だ
っ
た
井
上
君
は
、
交
流
を

続
け
た
が
音
信
が
切
れ
た
。
担
任
の

田
中
先
生
。家
が
近
か
っ
た
篠
田
君
。

高
井
君
。
初
恋
の
宮
下
さ
ん
。
写
真

を
交
換
し
た
古
崎
君
。
劇
を
一
緒
に

し
た
高
木
さ
ん
。優
等
生
の
小
野
君
。

誌
上
放
送
を
褒
め
て
く
れ
た
高
橋

君
。
色
々
親
切
に
し
て
く
れ
た
不
破

さ
ん
。
能
田
さ
ん
。
そ
し
て
、
七
尾

を
離
れ
る
前
に
、
書
道
セ
ッ
ト
を

届
け
て
く
れ
た
中
沢
さ
ん
。

　

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
み
ん
な
、
無
事

で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
再
会
し
た
い
人

ば
か
り
だ
。

（
郷
土
史
研
究
家 

森
本
啓
一
）

　

こ
と
ば
蔵
は
こ
の
ほ
ど
「
あ
な
た

と
推
し
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
て
い

た「
日
本
一
短
い
自
分
史
」の
大
賞
に
、

伊
丹
市
の
、
中
島
瑶
子
さ
ん
（
38
）

の
自
分
史
「
と
ん
で
も
な
い
も
の
を

盗
ま
れ
た
!
」
を
選
ん
だ
。

　

日
本
一
短
い
自
分
史
の
募
集
は
平

成
25
年
度
に
ス
タ
ー
ト
。
11
度
目
と

な
る
今
回
は
10
月
1
日
か
ら
募
集

し
、
市
内
外
か
ら
75
作
品
の
応
募
が

あ
っ
た
。
審
査
員
は
伊
丹
大
使
の
坪

内
稔
典
・
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

名
誉
館
長
、
湯
浅
俊
彦
・
追
手
門
学

院
大
図
書
館
長
、
中
周
子
・
田
辺
聖

子
文
学
館
長
の
3
人
。

　

秀
作
入
賞
者
は
、
伊
丹
市
の
加
藤

八
重
子
さ
ん（
73
）、
名
古
屋
市
の
山

田
明
日
美
さ
ん（
18
）、
札
幌
市
の
田

島
栞
さ
ん（
25
）、
大
阪
府
摂
津
市
の

岬
和
美
さ
ん（
74
）
の
4
人
。
大
賞

作
品
の
全
文
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　

◇     

◇

　

ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
。
い
わ
ず
と

し
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
大
怪
盗
で
あ
る
。

　

当
時
、
幼
稚
園
児
だ
っ
た
息
子
と

読
む
つ
も
り
で
手
に
取
っ
た
『
10
歳

ま
で
に
読
み
た
い
世
界
名
作
』
シ

リ
ー
ズ
が
き
っ
か
け
で
、
私
は
瞬
く

間
に
ル
パ
ン
作
品
に
夢
中
に
な
っ

た
。
要
約
さ
れ
た
物
語
で
も
こ
ん
な

に
面
白
い
な
ら
ば
と
、
子
供
向
け
に

リ
ラ
イ
ト
さ
れ
た
小
説
、
そ
し
て
完

訳
本
へ
と
手
が
伸
び
る
の
に
、
そ
う

時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

　

ル
パ
ン
は
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
変
装

の
名
人
、
女
性
や
子
供
に
優
し
く
、

い
た
ず
ら
好
き
で
負
け
ず
嫌
い
。
車

に
乗
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
狂
、
実
は
親
日

家
と
い
う
一
面
も
。
有
能
な
部
下
達

を
従
え
、
鮮
や
か
な
手
口
で
財
宝
を

盗
み
だ
す
。
な
ん
て
面
白
い
男
だ
ろ

う
!

　

折
し
も
コ
ロ
ナ
禍
、
遠
く
に
出
か

け
ら
れ
な
い
私
は
、『
地
球
の
歩
き

方
』を
読
み
ふ
け
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
ル
パ
ン
ゆ
か
り
の
土
地
を

巡
っ
た
。
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
時
代
の

街
並
み
に
興
味
が
わ
け
ば
、
図
書
館

に
通
い
、
肩
が
外
れ
そ
う
な
ほ
ど
に

重
い
写
真
集
を
何
冊
も
借
り
集
め

た
。
読
書
に
飽
き
足
ら
ず
、
甘
党
の

ル
パ
ン
が
食
べ
た
か
も
し
れ
な
い
ブ

ル
タ
ー
ニ
ュ
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
買
い

求
め
、
自
宅
の
キ
ッ
チ
ン
で
は
ク
ロ

ワ
ッ
サ
ン
や
メ
レ
ン
ゲ
シ
ャ
ン

テ
ィ
、
ふ
だ
ん
な
ら
絶
対
に
自
作
し

よ
う
な
ど
と
思
わ
な
い
料
理
に
勤
し

む
日
々
。
お
か
げ
で
、
暗
澹
た
る
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
私
は
ち
っ
と
も

退
屈
を
覚
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

ル
パ
ン
に
関
す
る
書
籍
や
D
V
D

が
、
書
棚
を
じ
わ
じ
わ
と
占
め
て
い

く
。
い
つ
し
か
、
彼
と
出
会
っ
て
四

年
の
月
日
が
流
れ
て
い
た
。

　
『
や
つ
は
と
ん
で
も
な
い
も
の
を

盗
ん
で
い
き
ま
し
た
。
あ
な
た
の
心

で
す
』

　

ふ
と
、
ル
パ
ン
三
世
の
映
画
で
印

象
的
な
銭
形
警
部
の
セ
リ
フ
が
思
い

出
さ
れ
る
。
ま
る
で
今
の
私
に
向
け

ら
れ
た
言
葉
の
よ
う
で
は
な
い
か
。

た
だ
し
ル
パ
ン
は
私
か
ら
心
だ
け
で

な
く
、
お
金
や
睡
眠
時
間
も
盗
ん
で

い
っ
た
が
…
…
。
盗
ま
れ
た
心
は
、

未
だ
彼
の
手
中
。ル
パ
ン
を
起
点
に
、

私
の
興
味
は
あ
ち
こ
ち
に
伸
び
て
い

く
。
未
知
の
扉
を
次
々
と
開
い
て
く

れ
る
怪
盗
紳
士
。
こ
こ
ま
で
き
た
な

ら
ば
い
っ
そ
、
と
こ
と
ん
ま
で
彼
を

追
い
か
け
て
み
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　

◇     

◇

　

中
島
さ
ん
は
受
賞
後
「
世
界
中
で

愛
さ
れ
て
い
る
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ

ン
。
連
載
か
ら
百
年
以
上
が
経
っ
た

今
も
、
彼
が
登
場
す
る
舞
台
や
物
語

は
ぞ
く
ぞ
く
と
生
み
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
受
賞
の
喜
び
を
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
か
え
て
、
こ
れ
か
ら

も
彼
を
追
い
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

（
交
流
事
業
担
当
）

あ
な
た

あ
ん
た
ん

よ
う 

こ

第11回
日本一短い
自分史
「
と
ん
で
も
な
い
も
の
を
盗
ま
れ
た
！
」

大
賞
に
伊
丹
市
の
中
島
さ
ん
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当
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
料
理

人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

お
す
す
め
の
土
産
品
に
は
、
ベ
ー

グ
ル
な
ど
の
自
家
製
パ
ン
や
、
ナ
ッ

ツ
と
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
が
た
っ
ぷ
り

入
っ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー

キ
な
ど
が
あ
る
。
季
節
の
フ
ル
ー
ツ

や
食
材
に
よ
っ
て
日
替
わ
り
で
楽
し

め
る
タ
ル
ト
や
ケ
ー
キ
も
魅
力
の
一

つ
だ
。
お
惣
菜
セ
ッ
ト
の
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
も
人
気
で
あ
る
。
ぜ
ひ
店
内
で

も
ス
パ
イ
ス
豊
か
な
カ
レ
ー
や
創
作

料
理
の
数
々
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

（
K
U
M
I
）

　

予
約
や
価
格
な
ど
の
詳
細
情
報
は
、

L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
。

定
休
日
は
月
曜
日
の
夜
と
火
曜
日
。

営
業
時
間
は
午
前
11
時
〜
午
後
3
時
、

同
5
時
半
〜
10
時
。

伊
丹
市
昆
陽
東
６
―
８
―
47

℡
072
・
714
・
2
3
9
5

ン
ス
料
理
を
見
た
子
ど
も
の
頃
の
感

動
を
原
動
力
に
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
修

行
を
積
ん
だ
。
帰
国
後
、
フ
ラ
ン
ス

料
理
店
や
産
院
の
お
祝
い
フ
レ
ン
チ

料
理
人
と
し
て
腕
を
振
る
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
独
立
を

決
意
。
美
味
し
い
も
の
を
作
っ
て
喜

ん
で
も
ら
う
こ
と
に
人
生
の
全
て
を

か
け
て
き
た
中
西
シ
ェ
フ
は
、
こ

れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
伊

丹
の
ま
ち
を
「
お
い
し
い
」
で
元

気
に
す
る
と
心
を
決
め
、
令
和
2

年
（
2
0
2
0
）
8
月
に
同
店
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。
店
名
の
「
あ
っ

ち
ゃ
ん
」
は
愛
称
だ
。
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
へ
の
出
店
や
、
子
ど
も
食

堂
の
発
起
人
と
し
て
調
理
を
担

　

自
家
製
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
、
創
作

フ
レ
ン
チ
、
彩
り
鮮
や
か
な
お
惣
菜

自
家
製
パ
ン
や
タ
ル
ト
な
ど
の
ス

イ
ー
ツ
が
堪
能
で
き
地
元
住
民
を
中

心
に
人
気
を
集
め
て
い
る
「
Ｋ
ｉ
ｔ

ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
あ
っ
ち
ゃ
ん
」
。
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
中
西
厚
彦
さ
ん

（
61
）
＝
写
真
＝
は
、
初
め
て
フ
ラ

　

江
戸
時
代
、
多
く
の
酒
蔵
が
立

ち
並
び
、
往
来
に
は
た
く
さ
ん
の

人
々
が
行
き
か
い
に
ぎ
わ
っ
た
伊

丹
の
町
。
伊
丹
で
造
ら
れ
た
良
質

な
酒
は
「
伊
丹
諸
白
」「
丹
醸
」
な

ど
と
特
別
な
名
前
で
も
て
は
や
さ

れ
、
江
戸
で
人
気
を
博
し
た
。

　

旧
岡
田
家
住
宅
・
酒
蔵
は
、
そ

ん
な
伊
丹
の
町
の
中
心
に
延
宝
2
年

（
1
6
7
4
）
に
建
て
ら
れ
、
昭
和

59
年
（
1
9
8
4
）
ま
で
300
年
以

上
も
の
間
、
酒
造
り
が
行
わ
れ
て

い
た
。
建
築
年
代
の
明
ら
か
な
酒

蔵
と
し
て
は
国
内
最
古
で
、
江
戸

時
代
に
栄
え
た
伊
丹
の
酒
造
り
を

今
に
伝
え
る
重
要
な
遺
構
で
あ

り
、
平
成
4
年
（
1
9
9
2
）
に

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

令
和
6
年
（
2
0
2
4
）
4
月
、

旧
岡
田
家
住
宅
・
酒
蔵
が
建
立
さ
れ

て
か
ら
350
年
の
節
目
を
迎
え
る
。
そ

れ
を
記
念
し
、
旧
岡
田
家
住
宅
・
酒

蔵
に
つ
い
て
、
ま
た
伊
丹
で
の
酒
造

り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
企
画
展
が
市

立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
開
催
さ

れ
る
。

　

展
示
の
目
玉
は
江
戸
で
の
伊
丹
酒

販
売
風
景
を
描
い
た「
高
崎
屋
絵
図
」

（
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
蔵
）＝
写
真

＝
と
、
江
戸
時
代
に
京
都
の
居
酒
屋

で
伊
丹
酒
が
た
し
な
ま
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
「
都
万
太
夫
座
歌
舞
伎

図
屏
風
」（
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士

記
念
演
劇
博
物
館
蔵
）。
こ
の
う
ち

「
高
崎
屋
絵
図
」
は
伊
丹
市
で
初
公

開
。
江
戸
の
酒
仲
買
兼
小
売
業
者
で

あ
る
豪
商
・
高
崎
屋
の
店
先
に
描
か

れ
る
の
は
、
に
ぎ
や
か
な
江
戸
っ
子

と
、「
白
雪
」
や
「
老
松
」、「
剣
菱
」

に
「
菊
」、
そ
し
て
旧
岡
田
家
住
宅
・

酒
蔵
で
醸
造
さ
れ
て
い
た
「
松
緑
」

な
ど
多
種
多
様
の
伊
丹
酒
。
い
ま
で

も
な
じ
み
深
い
酒
銘
が
盛
り
だ
く
さ

ん
だ
。
高
崎
屋
か
ら
は
、
板
橋
宿
の

旅
籠
屋
に
「
白
雪
」
や
「
松
緑
」
を

卸
し
て
い
た
記
録
も
あ
り
、
絵
画
や

古
文
書
か
ら
、
江
戸
で
、
伊
丹
酒
が

愛
さ
れ
て
い
た
情
景
が
浮
か
び
上

が
る
。

　

「
旧
岡
田
家
住
宅
・
酒
蔵
築
350
年

記
念　

酒
を
醸
す
、
酒
を
た
し
な

む
」
展
は
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
て
4
月
12
日（
金
）〜
6
月
2
日

（
日
）ま
で
開
催
。
観
覧
は
無
料
。
お

問
い
合
わ
せ
は
同
館
（
℡
072
・
772
・

5
9
5
9
）
ま
で
。
関
連
行
事
も

種
々
開
催
予
定
。

詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

（
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

郷
土

土
産
品
紹
介笑顔
と「
お
い
し
い
」で
地
元
を
元
気
に
！

K
i
t
c
h
e
n
あ
っ
ち
ゃ
ん

老舗探訪

丸美食堂
伊丹市中央1丁目8-3
℡072-773-0401

いたみで ボラ活!

食 deつながろ
「もったいない」を「ありがとう」に

酒
を
醸
す
、酒
を
た
し
な
む

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

　
　
　
　   

旧
岡
田
家
住
宅・酒
蔵
築
350
年
記
念
展
示

い 

た
み
も
ろ
は
く

た
ん
じ
ょ
う

み
や
こ
ま
ん 

だ 

ゆ
う 

ざ  

か  

ぶ  

き 

ず 

び
ょ
う
ぶ

ま
つ
み
ど
り

か
も

は
た 

ご   

や

二
人
三
脚
で
店
を
切
り
盛
り
す
る

内
藤
さ
ん
夫
妻

メンバーの集合写真

　

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

「
食
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
で
支
援
の

輪
を
広
げ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
あ
る
。
「
食
de
つ
な
が
ろ
」

（
以
下「
同
会
」）は
食
品
ロ
ス
の
削
減

を
目
指
し
平
成
28
年
（
2
0
1
6
）

か
ら
8
年
に
わ
た
っ
て
伊
丹
市
で
活

動
を
続
け
て
い
る
。
同
会
の
主
な
取

り
組
み
は
「
食
を
繋
ぐ
こ
と
」
。
家

庭
の
余
剰
食
品
や
行
き
場
を
失
っ
た

食
材
の
寄
付
を
募
り
、
こ
ど
も
食
堂

や
福
祉
団
体
な
ど
、
食
材
の
支
援
が

必
要
な
場
所
へ
と
分
配
す
る
「
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
」
を
伊
丹
市
や
企
業
と

協
働
し
て
い
る
。

　

同
会
は
、
公
民
館
の
市
民
講
座
受

講
生
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
活

動
を
始
め
た
当
初
は
、
市
内
の
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、

地
道
に
食
材
の
寄
付
を
募
っ
て
い

た
。
し
だ
い
に
他
の
市
民
団
体
と
の

交
流
が
増
え
、
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
や
ご
み
減
量
・
資
源
化
担
当

（
現
減
量
推
進
課
）
な
ど
、
市
の
関

連
部
局
と
も
交
流
が
生
ま
れ
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
活
動
4
年
目

の
平
成
31
年
。
市
か
ら
食
品
ロ
ス
削

減
を
目
的
と
し
た
公
募
型
協
働
事
業

の
説
明
が
あ
り
、こ
れ
に
関
心
を
持
っ

た
団
体
と
共
同
で
「
ス
ト
ッ
プ
‼

食
品
ロ
ス
い
た
み
」を
立
ち
上
げ
た
。

　

市
と
の
協
働
に
よ
っ
て
公
共
施
設

や
支
所
・
分
室
に
新
た
な
回
収
拠
点

が
設
置
さ
れ
、
市
民
は
手
軽
に
食
材

を
寄
付
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
S
D
G
s
の
観
点
か
ら
企
業
や

団
体
・
学
校
な
ど
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
実
施
の
輪
も
徐
々
に
広
が
り
、

市
内
の
拠
点
回
収
に
寄
せ
ら
れ
る
食

材
は
月
に
100
㌕
を
超
え
る
。
集
め
ら

れ
た
食
材
は
市
内
の
備
蓄
倉
庫
に
集

積
さ
れ
、
同
会
の
メ
ン
バ
ー
が
分
配

先
に
渡
し
や
す
い
よ
う
に
選
別
し
、

届
け
て
い
る
。
生
活
が
困
窮
し
電
気

や
ガ
ス
が
使
え
な
い
家
庭
で
は
缶
詰

や
パ
ッ
ク
ご
飯
、α
化
米
が
、
母
子

寮
で
は
お
菓
子
や
米
、
調
味
料
、
レ

ト
ル
ト
食
品
が
喜
ば
れ
る
。
渡
し
先

が
求
め
て
い
る
も
の
を
見
極
め
、
新

た
な
食
品
ロ
ス
を
生
ま
な
い
よ
う
、

食
材
選
び
に
は
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、イ
タ
ミ
朝
マ
ル
シ
ェ

で
の
食
品
寄
付
ブ
ー
ス
出
展
に
合
わ

せ
、
参
加
者
か
ら
「
も
っ
た
い
な
い
」

を
減
ら
す
工
夫
を
聞
く
な
ど
、
人
と

の
つ
な
が
り
や
交
流
を
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
。
ま
た
、「
伊
丹
で
出

た
食
品
ロ
ス
は
伊
丹
で
再
配
分
す
る
。

そ
う
す
れ
ば
食
品
の
無
駄
も
運
搬
コ

ス
ト
の
無
駄
も
削
減
で
き
る
。
地
域

循
環
型
の
食
糧
支
援
・
活
用
モ
デ
ル

が
伊
丹
市
で
な
ら
実
現
で
き
る
は

ず
。
今
後
も
行
政
や
福
祉
団
体
な
ど

と
共
に
、
必
要
な
方
へ
食
品
を
届
け

る
仕
組
み
を
考
え
、
食
を
通
し
た
地

域
の
支
え
あ
い
の
輪
を
広
げ
た
い
」

と
展
望
を
語
っ
た
。

　

市
で
は
、
市
内
各
所
で
の
拠
点
回
収

に
お
い
て
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実

施
。
対
象
食
品
は
未
開
封
か
つ
賞
味

期
限
が
2
ケ
月
以
上
残
っ
て
い
る
常

温
保
存
可
能
な
も
の
。活
動
メ
ン
バ
ー

も
随
時
募
集
し
て
い
る
。

詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
。

つ
な

こ
ん
き
ゅ
う

　

「
お
お
き
に
。
あ
り
が
と
う
」 

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
。
あ
り
が
と

う
」
。
飲
食
店
が
軒
を
並
べ
る
阪
急

伊
丹
駅
東
の
「
ひ
が
し
商
店
街
」
。

三
軒
寺
前
広
場
近
く
に
あ
る
昔
な
が

ら
の
お
食
事
処
「
丸
美
食
堂
」
に
、

明
る
い
感
謝
の
言
葉
が
飛
び
交
う
。

　

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
ず
ら
り
と
書

か
れ
た
店
頭
の
白
板
が
目
に
つ
く
。 

日
曜
の
昼
下
が
り
。
青
い
の
れ
ん
を

く
ぐ
っ
て
店
に
入
る
。
4
人
掛
け

テ
ー
ブ
ル
席
が
6
つ
。
ほ
ぼ
満
席

だ
。
卓
上
に
メ
ニ
ュ
ー
表
は
な
く
、

安
く
て
多
彩
な
「
庶
民
の
味
」
が
壁

に
貼
っ
て
あ
る
。
腹
の
虫
が
鳴
く
。

何
を
注
文
し
よ
う
か
迷
う
。

　

昼
食
の
一
番
人
気
は
サ
ー
ビ
ス
定

食
（
日
替
わ
り
。
平
日
の
み
）
で
、

500
円
の
ワ
ン
コ
イ
ン
。
店
先
に
ケ
ー

ス
入
り
で
置
か
れ
て
お
り
、
通
行
人

を
店
内
に
誘
う
。
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に

は
卵
焼
き
や
冷
奴
な
ど
の
惣
菜
が
並

ぶ
。
常
連
客
は
ご
飯
と
み
そ
汁
を
注

文
し
、
お
好
み
の
小
鉢
を
取
り
出
し

て
「
マ
イ
定
食
」
を
作
っ
て
空
腹
を

満
た
す
。

　

開
店
か
ら
約
45
年
。
2
代
目
店
主

の
内
藤
修
さ
ん
（
58
）
が
調
理
に
腕

を
振
る
い
、
妻
の
礼
子
さ
ん
（
58
）

が
接
客
を
担
う
。
「
徹
底
し
て
安
く

て
早
く
を
第
一
に
」
が
モ
ッ
ト
ー
。 

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
一
番
の
安
さ
を

目
指
し
ま
す
」
と
修
さ
ん
。
懐
に
や

さ
し
く
、
胃
袋
に
う
れ
し
い
レ
ト
ロ

な
大
衆
食
堂
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
隣
の
立
ち
飲
み
店
「
丸

美
」
は
礼
子
さ
ん
の
父
、
橋
本
英
世

さ
ん
（
82
）
が
経
営
し
て
い
る
。

　

麺
類
は
か
け
う
ど
ん
・
そ
ば
が
300
円

か
ら
。
焼
き
飯
450
円
、
オ
ム
ラ
イ
ス

650
円
な
ど
。
丼
物
は
玉
子
丼
550
円
、

親
子
丼
、
カ
ツ
丼
な
ど
が
600
円
。
定
食

は
ハ
ン
バ
ー
グ
、
唐
揚
げ
、
カ
キ
フ
ラ

イ
な
ど
が
650
円
、
焼
き
肉
は
750
円
。

　

営
業
時
間
は
午
前
9
時
半
〜
午
後

3
時
、
同
5
時
〜
9
時
（
定
食
類
は

午
前
11
時
か
ら
）
。
木
曜
定
休
。 

（
奥
山
正
弘
）
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は
娘
の
優
梨
亜
さ
ん
だ
。

　

優
梨
亜
さ
ん
は
生
後
5
カ
月
で
脳

性
ま
ひ
と
診
断
さ
れ
た
。
赤
ち
ゃ
ん

は
両
手
を
合
わ
せ
た
り
、
足
を
つ
か

ん
だ
り
し
て
、
手
足
の
場
所
や
距
離

感
を
脳
に
書
き
込
み
、
体
の
動
か
し

方
を
学
ぶ
。し
か
し
、優
梨
亜
さ
ん
は

そ
う
い
っ
た
学
習
を
誰
か
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
必
要
が
あ
る
。
娘
が
ゆ
っ
く

り
と
成
長
し
て
い
く
過
程
を
記
録
し

た
い
と
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
た
育
児
日

記
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

実
際
の
娘
は
表
情
が
表
に
出
に
く

い
が
、イ
ラ
ス
ト
に
お
こ
す
と
き
は
、

そ
の
時
ど
う
思
っ
て
い
た
の
か
を
想

像
し
て
描
い
た
。「
イ
ラ
ス
ト
の
中

の
優
梨
亜
は
笑
っ
て
い
て
、
イ
ラ
ス

ト
を
通
し
て
娘
の
想
い
を
感
じ
て
い

た
」
と
話
す
。

　
イ
ラ
ス
ト
か
ら
広
が
る
繋
が
り

　

イ
ラ
ス
ト
が
仕
事
と
な
っ
た
の
は
、

障
が
い
者
の
母
親
の
生
活
を
飾
ら
ず

あ
り
の
ま
ま
に
描
写
し
た
本
に
共
感

し
、
イ
ラ
ス
ト
付
き
の
感
想
を
送
っ

た
こ
と
が
き
っ
か

け
だ
。
そ
の
後
、

出
版
社
か
ら
依
頼

を
受
け
て
本
の
挿

絵
な
ど
を
描
く
よ

う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
同
時
期

に
、
地
元
で
発
行

さ
れ
て
い
た
子
育

て
情
報
の
ミ
ニ
コ

ミ
誌
「
チ
ャ
チ
ャ

ね
っ
と
」
に
育
児

現
代
人
物

風

景

林やよい　　　　　　　伊丹市在住。毎日新聞兵
庫県版にイラストエッセイ「新くるまい
すまいる」連載中。

林
や
よ
い
さ
ん
と
娘
の
優
梨
亜
さ
ん
　
写
真
協
力
＝
西
田
写
真
館

柿
衞
文
庫
の
名
前
の
い
わ
れ
と
な
っ

て
い
る
台
柿
（
柿
の
実
の
形
か
ら

く
る
呼
び
名
で
、
底
部
に
台
が
あ
る

こ
と
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
て
い
る
）

の
あ
ん
ぱ
ん
と
日
本
酒
の
コ
ラ
ボ
。

社
長
が
「
あ
ん
ぱ
ん
に
は
、
こ
の
お

酒
を
試
し
て
ほ
し
い
」
と
思
わ
れ
た

日
本
酒
数
種
と
台
柿
あ
ん
ぱ
ん
を
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
た
。
あ
ら
た
め
て
、
日
本
酒
の
味

わ
い
方
の
幅
広
さ
を
感
じ
た
講
座
で

あ
っ
た
。

（
と
き
わ 

喜
多
）

も
ち
ろ
ん
、
1
回
の
来
店
で
47
酒
を

制
覇
で
き
る
わ
け
で
な
く
、
拙
者
も

10
府
県
程
度
で
時
間
切
れ
（
笑
）

　

ま
ん
ま
と
お
店
側
の
戦
略
に
は

ま
っ
て
い
る
よ
な
〜
と
思
い
な
が

ら
、
や
っ
ぱ
り
い
つ
か
は
制
覇
す
る

こ
と
を
目
標
に
ま
た
訪
れ
る
こ
と
を

決
意
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

▲
あ
ん
ぱ
ん
と
日
本
酒

　

こ
れ
も
昨
年
12
月
の
話
だ
が
、
拙

者
が
関
わ
っ
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
ホ
ー
ル
で
「
た
し
な
み
講
座
〜
自

分
時
間
を
楽
し
む
」
を
開
催
し
た
。

　

あ
ん
ぱ
ん
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ

て
い
る
、
楽
し
い
講
師
の
講
義
の

あ
と
、
第
2
部
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
愛
す
べ
き
日
本
酒
と
あ
ん

ぱ
ん
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
講

師
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
創
設
さ
れ

た
酒
造
会
社
の
社
長
と
の
対
談
が

行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
、第
3
部
で
は
市
内
で「
台

柿
あ
ん
ぱ
ん
」
と
い
う
、
見
た
目
も

　

▲
 47
都
道
府
県
の
お
酒

　

昨
年
の
忘
年
会
で
訪
れ
た
大
阪
の

お
店
だ
が
、
こ
こ
が
ホ
ン
ト
に
楽
し

か
っ
た
!
コ
ー
ス
料
理
の
一
つ
で
箱

を
開
け
る
と
白
い
煙
が
あ
が
っ
て
、

浦
島
太
郎
の
世
界
に
迷
い
込
ん
だ
よ

う
♫
料
理
名
も
「
名
物 

玉
手
箱
」。

中
に
は
、
お
刺
身
な
ど
ア
テ
が
ぎ
っ

し
り
入
っ
て
い
て
、
そ
れ
だ
け
で
大

満
足
‼
な
の
だ
が
、
他
に
も
美
味
し

い
料
理
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
、
い
た
だ

い
た
。

　

で
、
そ
の
コ
ー
ス
が
さ
ら
に
楽
し

い
の
は
、
47
都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ
一

種
類
の
日
本
酒
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら

飲
み
放
題
、
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

35 緑ケ丘公園❀花ものがたり
きまぐれコラム
元おかみの

お
に
つ
ら
く
ん（
い
た
み
ア
ピ
ー
ル
プ
ラ
ン

推
進
協
議
会
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
） 心薙ちゃんと薙幸くん

　

子
育
て
情
報
誌
「
い
た
み
す
く
す

く
ぶ
っ
く
」の『
す
く
す
く
ち
ゃ
ん
』、

全
国
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
選
抜
大
会

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
心

薙
ち
ゃ
ん
と
薙
幸
く
ん
』、
そ
し
て
、

本
紙
の
4
コ
マ
漫
画
。
伊
丹
市
の
施

設
や
冊
子
を
探
す
と
、
様
々
な
場
所

で
林
や
よ
い
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
登

場
す
る
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
林
さ
ん
だ
が
、
こ
こ
に

至
る
ま
で
に
様
々
な
転
機
が
あ
っ
た

と
い
う
。

　
漫
画
家
を
目
指
し
た
学
生
時
代

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
絵
を
描
く
こ

と
が
大
好
き
で
、
将
来
の
夢
は
少
女

漫
画
家
だ
っ
た
。
大
学
で
は
漫
画
研

究
会
に
所
属
し
、
原
稿
を
出
版
社
に

持
ち
込
み
、
賞
を
と
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
物
語
を
考
え
る

と
い
う
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
夢
を
諦
め

た
。
卒
業
後
は
伊
丹
市
の
職
員
と

な
っ
た
。

　

就
職
後
す
ぐ
は
仕
事
に
追
わ
れ
、

イ
ラ
ス
ト
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
た
。
再

度
描
く
よ
う
に
な
っ
た
転
機
は
当
時

の
市
長
と
の
面
談
で
、「
絵
を
描
く

の
が
得
意
な
の
で
、
広
報
に
挿
絵
を

載
せ
て
み
た
い
」と
話
し
た
こ
と
だ
。

そ
の
希
望
が
通
っ
た
の
か
、
広
報
伊

丹
の
作
成
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
の
作
成
が
主

な
仕
事
で
は
あ
る
が
、
写
真
が
な
い

イ
ベ
ン
ト
の
P
R
の
た
め
に
イ
メ
ー

ジ
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
な
ど
し
た
。

　
子
ど
も
の
成
長
を
イ
ラ
ス
ト
に

　

市
役
所
で
約
7
年
働
い
た
後
、
子

育
て
に
専
念
す
る
た
め
退
職
。
イ
ラ

ス
ト
か
ら
も
離
れ
た
。
第
2
の
転
機

日
記
や
挿
絵
を
掲
載
し
て
い
た
。
そ

れ
を
見
た
毎
日
新
聞
の
記
者
か
ら
依

頼
が
あ
り
、
月
に
1
回
、
子
育
て
4

コ
マ
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
在
は
毎
日
新
聞
兵
庫
県
版
に
月
に

1
回
「
新
く
る
ま
い
す
ま
い
る
〜
ゆ

り
あ
絵
日
記
〜
」
で
イ
ラ
ス
ト
と
コ

ラ
ム
を
連
載
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
市
役
所
を
退
職
し
た

後
も
同
僚
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
時
々

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

り
、カ
ッ
ト
を
描
い
た
り
し
て
い
た
。

す
る
と
い
つ
の
間
に
か
、
市
の
情
報

誌
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
を
飾
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

 　
「
こ
と
ば
を
考
え
る
の
は
難
し
い

け
ど
、
こ
と
ば
を
イ
ラ
ス
ト
に
す
る

の
は
昔
か
ら
得
意
だ
っ
た
。
様
々
な

人
と
の
繋
が
り
を
広
げ
て
く
れ
た
私

の
イ
ラ
ス
ト
が
、
次
は
誰
か
と
誰
か

を
結
び
つ
け
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
」

と
林
さ
ん
は
、
は
に
か
み
な
が
ら
話

し
て
く
れ
た
。　
（
交
流
事
業
担
当
）

イラストレーター
林やよいさん（６２）

心の繋がりを大切に

こ

な
ぎ

さ
し 

え

ゆ 

り 

あ

つ
な

な
ぎ 

さ

 「
梅
林
」を

 

楽
し
め
た

 

ひ
と
時

　

伊
丹
市
で

最
も
古
い
昭

和
38
年
（
１

９
６
３
）4
月

開
設
の
緑
ケ

丘
公
園
に
は
、

昭
和
57
年
か

ら
平
成
に
か

け
33
年
に
わ

た
り
、
梅
林

が
あ
り
ま
し

た
。
約
50
種
、

約
400
本
の
梅

が
、
毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
花
が
咲
き
、
梅
の
名
所
と
し
て

多
く
の
市
民
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
平
成
24
年
（
2
0
1
2
）

7
月
、
市
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
た

梅
の
苗
か
ら
「
ウ
メ
輪
紋
病
」
が

確
認
さ
れ
た
た
め
、
伊
丹
の
特
産

で
あ
っ
た
東
野
の
南
京
桃
や
梅
の

苗
木
生
産
は
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
緑
ケ
丘
公
園
の
梅
林

か
ら
も
同
疫
病
の
陽
性
が
確
認
さ
れ

た
た
め
、
平
成
27
年
3
月
に
す
べ
て

伐
採
さ
れ
ま
し
た
。

　
桜
の
名
所
「
桜
の
丘
」
へ

　

緑
ヶ
丘
公
園
の
梅
林
跡
地
は
市
民              

の
意
見
を
も
と
に
「
桜
の
丘
」
に
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
3
月
、
市
民
に
よ
り
桜

の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
、
翌
年
度
に
は
、

桜
の
育
成
管
理
を
行
う
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
緑
ケ
丘
公
園
桜
の
丘
見
守

り
隊
」
が
設
立
さ
れ
、
現
在
、
草
刈

り
・
施
肥
な
ど
の
軽
作
業
を
月
1
回

程
度
行
っ
て
い
ま
す
。
30
種
110
本
を

超
え
る
丘
の
桜
も
、
植
樹
か
ら
7
年

目
を
迎
え
、
成
長
し
て
き
て
い
ま
す
。

桜
の
名
所
と
な
る
ま
で
に
は
ま
だ
数

年
の
歳
月
は
必
要
で
す
が
、
現
在
も

3
月
初
め
の
河
津
桜
に
始
ま
り
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
を
は
じ
め
、
紅
、
白
、
黄

緑
な
ど
多
種
の
桜
の
花
を
順
次
、
楽

し
め
ま
す
。
桜
が
更
に
成
長
し
花
の

見
ご
た
え
も
増
す
よ
う
に
な
れ
ば
、

梅
林
の
時
と
お
な
じ
よ
う
に
、
花
を

愛
で
な
が
ら
、
お
茶
会
や
俳
句
会
、

屋
台
で
の
販
売
な
ど
が
開
催
さ
れ
、

賑
わ
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

桜
の
名
所
づ
く
り
を
目
指
し
「
緑

ケ
丘
公
園
桜
の
丘
見
守
り
隊
」
で
は

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
花
や
土

い
じ
り
の
好
き
な
方
や
「
桜
の
丘
」

に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
、
市
役
所

み
ど
り
自
然
課

（
℡
072
・
780
・
3
5
2
1
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。    

（
平 

き
み
え
）

せ　

ひ

な
ん
き
ん
も
も

か
わ 

づ 

ざ
く
ら


